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理 科
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率
得点 人 数 ％ (1) ９４.６ (1) ８２.０
１００ １ ０.２ １ (2) ７６.３ (2) ３１.４

９０～９９ ５８ ８.９ (3) ６１.８
１

(3)ア ８５.８
８０～８９ １０５ １６.２

１
(4) ６０.５ ４ (3)イ ５２.６

７０～７９ １２６ １９.４ (1) ６５.４ (1) ８４.７
６０～６９ １０３ １５.８

２
(2) ７２.５ ２ (2) ６１.５

５０～５９ ９８ １５.１ (3) ７６.０ (3) ４３.８
４０～４９ ７２ １１.１ (4) ７９.１ 小 計 ６２.５
３０～３９ ５０ ７.７ 小 計 ７３.４ (1) ７４.９
２０～２９ ３１ ４.８ (1) ７７.４ １ (2) ７６.９
１０～１９ ５ ０.８

１
(2) ６１.５ (3) ７１.７

１～ ９ １ ０.２ (3)質量 ７８.９ ５ (4) ７９.４
０ ０ ０ ２ (3)理由 ６８.７ (1)ア ６７.２

(1) ７１.１ ２ (1)イ ４５.１
＊合格者の中から、無作為に抽出した

２
(2) ２７.９ (2) ８４.３

６５０人（13.0％）の結果である。 ３ ９４.４ 小 計 ７１.９
小 計 ６６.０ (1) ７０.２

＊％の数値は、小数点第２位を四捨五入 (1) ７０.０ (2) ６５.８
したものである。 １ (2) ５２.８ １ (3) ５２.５

(3) ４３.５ ６ (4)ア ５０.８
(1) ５６.２ (4)イ ９０.８

３ (2)凸レ ７０.５ ２ (1) ７２.６
２ (2)焦点 ２９.８ (2) ４８.６

(3) ４０.３ 小 計 ６４.５
(4) ６０.５

３
(1) ５０.９
(2) ２８.５

小 計 ４９.２

〈表３〉領域別の正答率の経年比較

領 域 年 度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

３ １､ ２(1)～(3) ６ １(2)～(4)､ ２ (物理的領域) ４４.２ ４３.９ ６３.１ ４７.９ ５７.２

２ ４ ２６ １(1) (化学的領域) ５６.１ ６１.８ ５２.３ ６１.３ ６７.３

１ ３ ２(4)､ 3 (生物的領域) ７５.４ ７２.９ ７３.０ ６９.４ ６６.０

４ １ ５ (地学的領域) ５２.１ ５４.６ ６６.０ ５７.５ ６８.３

２ 分析結果の概要

合格者の理科の平均点（※）は、62.8点で、昨年度と比べ上昇した（昨年度57.8点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者5,010人のものである。

〈表１〉について、70点台の人数が19.4％と最も多い（昨年度は、60点台で16.2％）。70点以上の人
数は全体の44.7％で、昨年度より増加した（昨年度33.1％）。また、40点未満の人数は全体の13.5％で、昨
年度より減少した（昨年度21.9％）。

〈表２〉について、正答率80％以上の問題数は7問で昨年度より減少した（昨年度11問）。また、正

答率40％未満の問題数は4問で昨年度より減少した（昨年度7問）。実験や観察を素材として基礎的・ 基

本的な知識・技能をみる問題のうち、１、２、５１のほとんどで正答率が高かった。一方、日常生活

を題材にした設定を通して、実験の結果を分析して解釈する問題や、知識・技能を活用する問題のう

ち３では正答率が低かった。また、科学的に探究する過程を通して、考察を検討し改善する問題であ

る６２(2)では正答率が低かった。

〈表３〉について、領域別の正答率は、化学、生物、地学的領域が高く、物理的領域が低かった。
昨年度との比較では、物理、化学、地学的領域の正答率が高かった。
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３ 標準解答及び大問ごとのねらい

１〈標準解答〉

（例）

１ (1) 柱頭 (2) 子房の中に胚珠があるから。 (3) エ (4) ア

（例） ＡＡ：Ａａ：ａａ

２ (1) 丸い 種子 (2) 分離 の法則 (3) ＝ １ ： ２ ： １ (4) イ

〈ねらい〉
エンドウの体全体と花のつくりの観察を素材として、花のつくりや体のつくりの特徴につ

いての基礎的・基本的な知識をみる。また、遺伝のモデル実験を素材として、遺伝子の伝わ
り方や形質の現れ方についての規則性を基に、科学的な見方や考え方ができるかをみる。

２〈標準解答〉

質量 理由

１ (1) 黄 色 (2) ２ＨＣｌ (3)
（例） （例）

気体の一部がペットボトル減少する
の外に逃げたから。

２ (1) 黒 色 (2) 0.8 ３ 質量保存 の法則
g

〈ねらい〉
化学変化と物質の質量の規則性について調べる実験を素材として、化学反応式や法則につ

いての基礎的・基本的な知識・技能をみる。

３〈標準解答〉

（例）

(2) ウ (3) イ ２ (1) ア

１ (1)
凸レンズ 焦点距離

(2) Ｂ 15 (3) エ (4) ウ
cm

（例）

３ (1) 0.18 (2) 目→（イ）→（エ）→（ウ）→（ア）→筋肉
秒

〈ねらい〉
光の反射や凸レンズの焦点距離を調べる実験を素材として、基礎的・基本的な知識・技能

を日常生活で活用することができるかをみる。また、刺激を受けとってから反応するまでに
かかる時間を調べる実験を素材として、実験の結果を分析し、解釈する力をみる。
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４〈標準解答〉

（例） （例）

１ (1) エ (2) 55 (3) ア 高く イ 小さく
度

（例）

２ (1) 電流を通しやすくするため。 (2) ウ (3) Ｈ２Ｏ

〈ねらい〉
光電池を用いた実験を素材として、与えられた情報を基に、光電池の面と太陽光の角度の

関係について考察することができるかをみる。また、燃料電池のしくみを確かめる実験を素
材として、水の電気分解と燃料電池についての基礎的・基本的な知識をみる。

５〈標準解答〉

（例）

１ (1) ア (2) 等粒状組織 (3) ウ (4) （マグマが）地表や地表近くで
急に冷え固まってできた。

（例）

２ (1) ア 低く イ 露点 (2) イ

〈ねらい〉
火成岩の観察を素材として、岩石のつくりやでき方についての基礎的・基本的な知識・技

能をみる。また、雲をつくる実験を素材として、実験の結果や自然の事物・現象について、
科学的な見方や考え方ができるかをみる。

６〈標準解答〉

(1) 7.9 (2) 0.2 (3) エ (4) ア 電磁誘導
g/cm

3
J (1)

１ 番号 適切な【考察】

位置エネルギーの大きさは，

イ 運動 ２ (2) ② （例）（物体の）質量が
大きいほど大きい。

〈ねらい〉
手回し発電機とモーターを用いて仕事をする実験を素材として、密度や仕事の量、エネル

ギー等についての基礎的・基本的な知識・技能をみる。また、位置エネルギーと高さや質量
の関係を調べる実験を素材として、グラフのかき方についての基礎的・基本的な技能をみる
とともに、実験の結果を分析して解釈し、考察を検討して改善する力をみる。
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４ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点

大問 小問 内容 出 題 の ね ら い
記述 関心 科学的

知識
選択 用語 作図 意欲 思考 技能

理解

正答率

計算 態度 表現

(1) 柱頭について、理解している。 ○ ● 94.6

１
(2) 被子植物の体のつくりの特徴を説明できる。 ○ ● ● 76.3

(3) 植物の体全体と花の特徴に基づいて、分類できる。 ○ ● 61.8

１
(4) エンドウの花の特徴について、理解している。 ○ ● 60.5

(1) 孫に見られる形質について、理解している。 ○ ● 65.4

２ (2) 分離の法則について、理解している。 ○ ● 72.5

(3) 実験結果から孫の遺伝子の組み合わせの割合を求めることができる。 ○ ● ● 76.0

(4) 交配実験で現れた劣性形質の個体数を求めることができる。 ○ ● 79.1

(1) ＢＴＢ溶液の色の変化について、理解している。 ○ ● 77.4

１
(2) 化 学 変 化 を 化 学 反 応 式 を 使 っ て 適 切 に 表 す こ と が で き る 。 ○ ● 61.5

(3)質量 追加実験の結果と、その理由を説明でき ○ ● ● 78.9

２ (3)理由 る。 68.7

(1) 酸化銅の色について、理解している。 ○ ● 71.1
２

(2) 酸化における銅と酸素、酸化銅の量的関係を求めることができる。 ○ ● ● 27.9

３ 質量保存の法則について、理解している。 ○ ● 94.4

(1) 光の反射について理解し、光の道すじを表すことができる。 ○ ● ● 70.0

１ (2) 観測者の位置が変わった時の像の見える位置
○ ●

52.8

(3) を適切に判断できる。
●

43.5

(1) 凸レンズの働きについて、理解している。 ○ ● 56.2

３
(2)凸レ 屈折式望遠鏡の対物レンズとして適切な凸レンズを判断できる。 ○ ● ● 70.5

２ (2)焦点 凸レンズの焦点距離を求めることができる。 ○ ● 29.8

(3) 凸レンズによってできる像を適切に判断できる。 ○ ● ● 40.3

(4) ヒトの目のつくりとはたらきについて、理解している。 ○ ● 60.5

３
(1) 実験結果を分析、解釈し、グラフを読み取ることができる。 ○ ● 50.9

(2) 刺激や命令が伝わる経路について、理解している。 ○ ● 28.5

(1) 南中高度を表す角について、理解している。 ○ ● 82.0

(2) 太陽光が光電池に垂直に当たるときの角度を求めることができる。 ○ ● ● 31.4
１
(3)ア 季節によって、南中高度が変化することを理解し、

○
85.8

４ (3)イ 光電池と台がつくる角度を求めることができる。
● ●

52.6

(1) 水の電気分解で、水酸化ナトリウムを使う理由を説明できる。 ○ ● 84.7

２ (2) 水の電気分解と発生する気体の性質を理解している。 ○ ● ● 61.5

(3) 燃料電池の反応について、理解している。 ○ ● 43.8

(1) ルーペの使い方を理解している。 ○ ● 74.9

１
(2) 等粒状組織について、理解している。 ○ ● 76.9

(3) 火山岩に分類される岩石について、理解している。 ○ ● 71.7

５ (4) 石基の部分のでき方を説明できる。 ○ ● ● 79.4

(1)ア 実験結果を分析、解釈し、気圧と温度の ○ ●
67.2

２ (1)イ 変化について判断できる。
●

45.1

(2) 山の斜面にそって空気が上昇するとき、雲が発生しやすい場所を判断できる。 ○ ● ● 84.3

(1) 質量と体積から物質の密度を求めることができる。 ○ ● 70.2

(2) 仕事の量を求めることができる。 ○ ● 65.8

１ (3) 条件の違いを基に仕事の量と仕事率について、適切に判断できる。 ○ ● ● 52.5

６ (4)ア 電磁誘導について、理解している。 ○ ● 50.8

(4)イ エネルギーの変換について、理解している。 ○ ● 90.8

２
(1) 実験のデータを基に、グラフを作成することができる。 ○ ● 72.6

(2) 実験の目的に対して適切な考察を表現することができる。 ○ ● 48.6
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